（様式例）

設　立　趣　旨　書

１　趣　旨

我が国の中山間地域においては、人口減少や高齢化の進行、担い手不足、地域産業の衰退、生活基盤の維持困難など、地域の存続そのものに関わる深刻な課題が顕在化しています。これらの課題解決のため、地域住民や多様な主体が連携し、地域の実情に即した持続的な取り組みを行うことが強く求められています。

私たちはこれまで、任意団体として、中山間地域における地域資源の活用、住民交流の促進、移住・定住の支援、地域活動の担い手育成等を通じて、地域の活性化と振興に取り組んでまいりました。その活動を通じ、地域課題は一過性の取り組みでは解決できず、長期的な視点に立った組織的な活動が不可欠であることを強く認識するようになりました。

活動の広がりとともに、行政や企業、関係団体との連携事業や委託事業の実施、補助金・助成金の申請、事業収入の適正な管理、契約行為の主体となることなどにおいて、任意団体の形態では責任の所在や継続性、社会的信用の面で限界が生じてきました。地域の将来を見据え、安定的かつ信頼性の高い活動を継続していくためには、法人格の取得が不可欠であると判断しました。

そこで、当団体の活動が営利目的ではなく、多くの市民の方々に参加いただくことが不可欠であるという点から、特定非営利活動法人となることを決意しました。

２　申請に至るまでの経過

令和○年○月　任意団体「△△△△」発足
　令和○年○月　地域イベント「□□□□」開催
令和○年○月　会員間で法人化の意思確認

令和○年○月　設立総会開催


    令和○年○月○日

特定非営利活動法人○○○○
設立代表者　氏名 　鳥取 太郎  
定款に定められている目的や事業に係る社会経済情勢やその問題点、法人の行う事業が不特定かつ多数のものの利益に寄与する理由、法人格が必要となった理由等をわかりやすく記載する。





時系列にして箇条書きにするとわかりやすいが、書き方は自由。








押印は不要。








